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う
！

　
交
通
ル
ー
ル

　
市
内
で
は
、
令
和
5
年
中
に
３
１
８
件

の
人
身
事
故
が
発
生
し
、
9
人
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
交
通
事
故

死
者
数
は
古
河
市
が
県
内
の
市
町
村
で
最

も
多
く
、
今
年
も
8
月
1
日
現
在
で
は
死

者
数
が
5
人
と
な
り
、
昨
年
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
る
状
況
で
す
。
交

通
事
故
の
な
い
安
全
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
り
、
行
動
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
9
月
21
日
～
30
日
は
「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
の
期
間
と
な
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
9
月
30
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
と
し
て
定
め
ら
れ
た
強
化

日
で
す
。
期
間
中
に
は
、
市
や
古
河
警
察

署
、
古
河
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
が
協

力
し
て
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
9
月
は
徐
々
に
日
没
の
時
刻
が

早
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
17
時
～
19
時
ご
ろ

の
夕
暮
れ
時
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
交
通
ル
ー
ル
や

交
通
事
故
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
再
確
認

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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自転車の事故対策

自転車安全利用

五則

　ヘッドライトや自転車
用のセーフティライトを
付けましょう。反射材を
付けて自分の存在を知ら
せることも、夕暮れ時か
ら夜間の交通事故防止に
効果的です。

自転車を運転しながらスマー
トフォンや携帯電話を操作す
る行為は非常に危険です

交差点では信号と
一時停止を守って、安全確認 夜間はライトを点灯

　自転車も車の場合と同
様に、お酒を飲んだとき
は、運転をしてはいけま
せん。

飲酒運転は禁止

車道が原則、左側を通行＆歩道は例外、歩行者を優先

　自転車は、歩行者との事故
を防ぐため、車道の左側を一
列で走りましょう。

1

2

3

「普通自転車歩道通行可」の標識・表示が
ある

自転車が例外的に歩道を通行できる場合

13歳未満や70歳以上、体の
不自由な人が運転している
道路工事をしていたり、
交通量が多く道幅が狭かったりするなど、
通行の安全確保のためやむを得ない場合

自転車運転中の
ヘルメット着用
が努力義務に！

ヘルメットを着用

　ヘルメットを着用せず、交通事故に遭っ
た場合、頭部損傷等の大けがにつながる恐
れがあります。保護者の皆さんもヘルメッ
トを着用して子どもの手本になりましょう。

　自転車事故の多くは
交差点で発生していま
す。必ず止まって左右
と後方の安全を確認し
ましょう。

市内の人身事故発生件数

　道路交通法の改正により、自転車の運転中における飲酒運転や携帯電話使用等(ながら運転)の罰則が整
備され、今後2年以内に施行される見通しとなっており、自転車事故に対する対策が重要視されています。
市内では、令和5年、6年と自転車の死亡事故が発生しており、より一層乗り方への注意が必要です。自
転車は道路交通法上、軽車両に位置づけられ車両の仲間であるため、守らなければならない交通ルールが
あります。「自転車安全利用五則」を守り、安全な運転をしましょう。
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